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525.高齢者における免疫機能の低下に対する護動効果
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n荷:設}現在，高齢者の死亡際関として懇性新生物(ガン，

感性頼主義)や紡;炎がjニ伎を占めている. これは力n鈴による

免疫機能の低下が関与していると考えられている. T細

胞は免疫機能の中心的な役割を持つ細胞であるが，力日高?と

ともに γ総Iaの絹i総数の減少や機能紙子"が報告されてい

る. CD28はT納総表部上に恒常・的に発議する受容体であ

り，統廃提示織)泡上に発現する CD80受容体と結合するこ

とで持iIIjJ刺激シグナJレを T線総にjffiし， す綿胞の治t!Hヒ
に働く役割がある.しかし，加齢とともに CD28発現が滅

少し， T紛胞の活性能が低下する.また， J手球上に発現

する TolHikerむceptor (TLR) i主力1]鈴による綴イヒストレ

スの増加!により活性化し，高齢者にみられる機性的な炎症

状態に関与すると考えられている，さらに， {設液分泌鎧免

疫グtJプ1)ンA (SlgA)は，口絞i匂より病JJ立体の俊入を

防ぐ役割があるが，加議会とともに減少し高齢者において

感染の擢怠リスクが高い婆誕のひとつと考えられている.

一方で，適度な遂勤によって免疫機能の克進が不されてい

るが，高齢者の免疫機能への影響に隠しては不明な点が多

い匪{目的}連動トレーニングが尚鈴，'eの免疫機能に及は

す影響を検討すること. L方法}捜康な高齢者24名を対象

とし，運動群と非運動群に分けl J室勤鮮は40%I.RM (最終

的に60%1l<M)の強度のレジスタンストレーニングを遊2

阻12遊間実施した.。避と 12)嬰に， !経液 SlgA分泌速度，

血中ヘルパ-T (Th).綿除傷害性 T (Tc)， CD28発議

1'11・Tc細胞数， TLR4発現単球および CD80発渓単球数

を競べた. (結果}連動後. Th， TcおよびCD28発現 Th

細胞数， TLR4発現単球数は変動しなかったが，経法 SlgA

分泌波ro:. CD28gem Tc線総数およびCD80発:fJ1，単球数は

増加した (pく0.05).[総括}中等皮のレジスタンストレ…

ニングによって， CD28発現Tc継総およびCD80発現単球

数が増加したことから， '1'紹IJ混と抗原提訴綿Ifiliによるす

細胞の活性経路が充逸した可能性が示唆された.また， ト

レーニングによるi唾液 SIgAの増加により，口路内免疫誌

が端部する可能性が示唆された. r4l1;字度のレジスタンスト

レーニングによって，筋力や筋量の増加ばかりでなく，加

齢による免疫機能抵下の改蕃に役立ち，悪性新生物や感染

症の穣怠リスクの低下につながると考えられる，結論とし

て， 12遊間の連動によって免疫機能の尤進の可能性が示唆

された‘
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